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文序

先人達の残 した様々な文化遺産を守り、後世に継承 していくことは、我々の責務であ

ることは、言うまでもありません。ことに、埋蔵文化財は、歴史・文化を考えるうえで

の実証者でありますが、遺跡数には限りがあり再生が不可能という弱点を持っています。

近年の開発の進捗状況は著 しく、更に大規模化していく傾向にあります。埋蔵文化財

の保護か開発かという問題をはらんだまま現在に至っています。しかし、埋蔵文化財も

国民共有の文化財産 。地域文化の基盤であることを再認識 して、その保護のために新 し

い施策を進める時期にきていると思います。

このたび、い平和時計製作所が伊賀良下殿岡地籍に工場を建設するにあたり、市教育

委員会に発掘調査の申し出があり、県を交えての協議の結果、発掘調査を実施し記録保

存を行なうこととなりました。

現地は県道駄科大瀬木線の沿線で伊賀良を形成する大扇状地の扇端部に位置し、北に

気賀沢川、南に新川の谷にはさまれた小高い丘陵地帯で、現在は市内でも有数の果樹地帯

となっているところです。地形的にみれば、人々の生活には適 していると考えられる場

所です。

発掘調査の結果については、以下調査報告書を熟読いただければ幸いです。

最後に、埋蔵文化財保護の主旨をご理解いただき多大なるご協力を賜わった閉平和時

計製作所ならび地元の皆様、厳冬の中発掘に従事いただいた作業員のみなさん他関係各

位に心からお礼申し上げます。

平成元年 3月

飯田市教育長 稔島福



伊J 口

1.本書は、i株式会社平和時計製作所の新工場建設に伴う飯田市伊賀良下殿岡地区にお

ける埋蔵文化財包蔵地「下原遺跡」の発掘調査報告書である。

2: 発掘調査は、株式会社平和時計製作所からの委託をうけ飯田市教育委員会が実施 し

た。

3。 本遺跡の略号は、TSHと し発掘から整理作業まで一貫して使用した。

4.本書の掲載については、住居址を優先 し時代順を原則とした。遺構図は本文と併せ

挿図とし、遺物図及び写真図版は本文末に統一した。

5.本書は小林正春・佐々木嘉和 Ⅲ馬場保之 :吉川 豊の分担執筆とし、文末に執筆者

名を付した。なお、原稿の一部につき小林正春が加筆訂正を行なった。

6。 本書に掲載した図面の整理、遺物実測は佐々木が行なった。なお、整理作業実施に

あたり、̀吉川が補佐 した。

7.石器実測図中の実線、矢印付実線、破線、網掛け部分はそれぞれ、摩滅痕・砥面の

範囲、研磨痕、敲打痕・潰しの範囲、ロウ状光沢物付着部分を示す。

8。 本書に掲載した遺構図の中に記 した数字はそれぞれの穴の床面ないしは周囲からの

深さ (単位
`π
)を表わしている。

9.住居址・土坑のエレベーションの基準線は、すべて標高 521.50解 とした。

10。 遺構番号については、試掘調査の段階から順次番号を付し、試掘調査時に 3号住居

址とした地点について、最終的に検討の結果遺構から除外したため、 3号住居址は欠

番となっている。

11。 本書の編集は、調査員全員の協議を遮、まえ、佐々木、吉川が行ない、月ヽ林が総括 し

た。

12.本書に関連する出土品及び諸記録は飯田市教育委員会が管I電 し、飯田市考古資料館

で保管 している。
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過経

1.調査に至るまでの経過

中央道西宮線飯田インターチェンジを持つ飯田市伊賀良地区は、都市計画道路運動公園通 り

(市道知久町中村線)の全線開通と国道 153号飯田バイパスの一部共用開始により、大きく変貌

し、飯田 。下伊那における経済活動の中心が伊賀良地区へ移動することも考えられる状況である。

この地区は、桑畑・果樹園を中心とした農業地域であり、その規模は飯田市近郊では比較的大

規模な経営が行なわれている。

このような状況のもと、現在北方に工場をもつ株式会社平和時計製作所が業務拡張を目的に飯

田市工業課を通 して、県道駄科大瀬木線沿い伊賀良下殿岡 372番地 1他の 17,500″ の工場建設の

ために造成 し、その内の 2,800イに新工場を建設するとの開発行為の計画を示 した。

この場所は、埋蔵文化財包蔵地として登録されており、開発も大規模なため、これを受けた市

教育委員会では、県教育委員会文化課担当職員の立会いを求めて、現地で保護協議を実施した。

その結果、試掘調査を実施し、その結果により本格的な発掘調査の要否を決することとした。

これを受けて、昭和62年 10月 3日 に株式会社平和時計製作所 (代表取締役社長宮下秀夫)よ り

埋蔵文化財包蔵地下原遺跡内における土木工事の届出があり、これに対して、市教委では、「開

発やむなし、しかし、完全な記録保存を」との意見書を文化庁あてに提出した。 (吉川 豊 )

2.調 査 の 経 過

関係機関の協議・調整を経て、昭和62年 12月 8日 より試掘調査にはいった。試掘としては、造

成計画用地境及び用地の中心に 1.5“ 幅の トレンチを合計 9本設定し、さらに、用地西隅には 2

×2形 のグリッドを 4箇所あけた。 (挿図 2参照 )その結果 トレンチより遺物の出土とともに遺

構が確認され、この一帯の遺構分布状態はかなり濃密であろうとの判断を下した。そこで、再度

の協議にょり、用地の造成については、± 0.5″ 程度であり、地下まで影響することはないと判

断したものの今後建物等の施設を建設するときには発掘調査を実施することとの確約を取付け、

今回の建物部分 (2,800″ )の全面発掘を行なうこととした。

建物部分を トレンチで言うと、県道駄科大瀬木線沿いに道路と平行に開けたAト レンチ、用地

の東端で道路に直行する方向にあけたB・ Eト レンチ、用地中央部で道路と直行する方向に開け

たC・ Fト レンチ及び用地南境で平行方向にあけた Iト レンチに囲まれた部分である。 (挿図 3
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参照 )

早速、重機にて表土を剥ぎを開始 したのが12月 12日 。表土剥ぎと平行して トレンチ内の遺構の

掘り下げ、実測及び写真撮影を行なった。

建物部分の検出を開始したのは12月 15日 からで、 7件の住居址 。1つの竪穴及び56個の土坑を

確認 し、順次掘り下げ 。写真撮影 。実測を行ない、現場の作業を終了したのは、暮もおしせまっ

た12月 27日 であった。

整理作業は、翌昭和63年度になってから上川路の飯田市考古資料館で、遺物 。図面 。写真の整

理、出土土器等の実測及び報告書の編集を行なった。              (吉 川 豊 )

3.調 査 組 織

1)調査団

調査担当者

調 査 員

作 業 員

小林 正春

佐々木嘉和

大島 利男

木下 当―

高橋収二郎

松下 真幸

池田 幸子

櫛原 勝子

福沢 育子

吉川 悦子

佐合 英治

北村 重実

窪田多久三

中平 隆雄

溝上 清見

唐沢古千代

小平不二子

牧内 八代

吉川紀美子

吉川  豊

木下 和子

佐々木 啓

福沢 トシ子

向田 一雄

川上みはる

田中 恵子

松本 恭子

吉沢まつ美

馬場 保之

木下喜代恵

高木 義治

細田 七郎

森   章

河尻真美珠

丹羽 由美

宮内真理子

木下  博

高橋 寛治

正木実重子

柳沢 謙二

木下 玲子

林 勢紀子

森  信子

豹 事務局

飯田市教育委員会社会教育課

塩 沢 正 司  (社会教育課長)   昭和62年度

竹 村 隆 彦  (社会教育課長)   昭和63年度

池 田 明 人  (社会教育課文化係長) 昭和62年度

中 井 洋 一  (社会教育課文化係長) 昭和63年度

小 林 正 春  (社会教育課文化係 )

吉 川   豊  (社会教育課文化係 )

馬 場 保 之  (社会教育課文化係 )

土 屋 敏 美 (庶 務 課 )
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A下 原遺跡
1西の原遺跡  2立 野遺跡  3酒 屋前遺跡  4滝 沢井尻遺跡
5上の金谷遺跡  6中 島平遺跡  7小 垣外遺跡  8八 幡面遺跡
9殿原遺跡  10梅 ヶ久保遺跡  11鳥屋平遺跡  12宮 ノ先遺跡
13田井座遺跡

挿図 : 調査遺跡位置及び周辺遺跡図
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境環と跡一理

1。 自 然 環 境

下原遺跡は飯田市下殿岡下原に位置する。下殿岡は昭和32年度飯田市合併前は伊賀良村下殿岡

で、飯田市街地の南約 2た″にあたる。伊賀良地区の大部分が、中央アルプス南端の山麓に発達 し

た大扇状地上に位置する。この大扇状地を数本の河川が浸食 しており、扇状地中央付近からは舌

状台地が発達 して地形に変化が生じている。

下原遺跡は扇状地の端部に近 く、標高 520'η 前後であり北東倶1は気賀沢川に切られ河床まで約

40Z、 南西倶1は新川に切られ河床まで約30″ と、共に急傾斜の崖になっている。扇状地端に発達

した大舌状台地上の遺跡である。台地上は緩やかな起伏はあるが平坦といって良 く、黄色土 (ロ

ーム層)に黒色土が 100～ 506π のっている。黒色土中には石の混入は無く、黄色土の下層になっ

て大小の石が混入 している。

土地利用の現状は農地が主体であり、宅地工場等が散在 している。農地は桑園、果樹、水田で

あり、水田は飯田松川から取水した大井が通っておりその水を利用したもので、台地の中央から

南西側である。

気候は台地上の為、風当りは強いが伊那谷の中央部に近 く、比較的温暖な場所である。

(佐々木嘉和 )

2.歴 史 環 境

伊賀良地区の遺跡を概観すると、山地を除いてほぼ全域が埋蔵文化財の包蔵地といって良 く99

遺跡を数える。調査がなされた遺跡は西の原 (注 1)、 立野 (注 2)、 よ志野、上の平東部、寺

山、六反田、大東、酒屋前、滝沢井尻、小垣外 (辻垣外 )、 三壺淵、上の金谷 (注 3)、 中島平

(注 4)、 宮ノ先 (注 5)、 酒屋前 (注 6)、 鳥屋平 (注 7)、 殿原 (注 8)、 八幡面、小垣外

(注 9)、 梅ケ久保 (注 10)遺跡などである。

縄文時代から中世まで各期の好資料、遺構が発見され飯田 。下伊那地区を代表する埋蔵文化財

包蔵地密集地区といえる。

特に立野遺跡は戦後間もなくから数度の調査がなされ (注 2)、 立野式土器の標式認定により、

長野県を代表する縄文時代早期の遺跡である。しかし、遺跡は耕地整備 。土取り工事等により消

滅状態に近くなっている。

中央自動車道に伴なう各遺跡の調査では各期の住居址等が検出され扇状地中央の遺跡状態が明
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確にされた。

伊賀良地区の古墳は52基 (注 11)を数える。現存するものは 9基であるが、墳丘をわずかに残

すものが大半である。古墳の分布は扇状地端部がほとんどである。

奈良時代に入って、古代東山道に「育良駅」の名がある。県内に入って「阿知駅」の次に位置

する駅であるがその所在は確認されていない。伊賀良地区内のどこかにあると思われ、その位置

については諸説がある。諸説共 に中央 自動車道 から南東側の扇状地端部にかけて設定されてい

る。 (注 13)

中世に入ると伊賀良庄の記録 (注 13)がある。鎌倉時代初期伊那郡伊賀良庄の地頭が、北条時

政で江馬氏が司り、北条氏滅亡後は、小笠原氏の所領となり (注 13)、 小笠原氏繁栄の基盤のひ

とつとなった地区である。

この様に伊賀良地区を歴史的に概観すれば広大で肥沃な地であり、原始より古代 。中世 。近世・

近代 。現代と大いに栄えた地ということができる。

なお今回調査の下原遺跡は、古くから遺物散布地として知 られ登録記載されているが、発掘調

査は行なわれておらず、今回の発掘調査が行なわれるまでは具体的な状況は不明であった。

(佐々木嘉和 )

注

1.伴信夫 。宮沢恒之  1967「 長野県飯田市伊賀良西の原遺跡調査報告」『信濃』19巻 12号

2.神村透  1968、 69「 立野式土器の編年的位置について(1)～椰)『信濃』20巻 10号～21巻 7号

1982「立野式土器の編年的位置について (完 )」 『信濃』34巻 2号

3.岡田正彦ほか 1972『中央道調査報告―飯田市内その 2-』 長野県教育委員会

4.佐藤甦信  1977『伊賀良中島平』飯田市教育委員会

5.佐藤甦信  1978『伊賀良宮の先』飯田市教育委員会

6.佐藤甦信  1983『酒屋前遺跡』飯田市教育委員会

7.佐藤甦信  1983『鳥屋平』飯田市教育委員会

8.佐藤甦信  1987『殿原遺跡』飯田市教育委員会

9.佐藤甦信  1988『ノ]ヽ垣外 。八幡面遺跡』飯田市教育委員会

10.小林正春  1987『梅ケ久保遺跡他』飯田市教育委員会

11,長野県史刊行会  1981『考古資料編―遺跡地名表』

12.市村咸人  1955『下伊那史』第 2巻下伊那誌編纂会

13.市村咸人  1961『 下伊那史』第 4巻下伊那誌編纂会

14.宮下 操  1967『下伊那史』第 5巻下伊那誌編纂会
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挿図3 TSH 調査区遺構分布図





果結の査調Ⅲ

1.住 居 llL

ll縄 文 時 代

(1)1号住居l■  (挿図 4、 1図 )

Bト レンチ東端にかかって、地表下70`π程の地山上面で遺構のごく一部が検出された。規模等

詳細は不明であるが、円形を呈する竪穴住居址と考えられる。 トレンチ中央の浅い掘り込みは掘

りすぎによるものである。壁はかなり急な立ち上がりを示 し、深さ42θπを測る。壁下にやや硬い

床面が検出された。

遺物 1は器面がやや荒れる。 3・ 6と も内面はきれいにナデが施され、 3は外面横ナデ後に

平行沈線文が施文される。 708・ 10は、原体 RLの縄文が施文され、 8は条が縦走 し、10は細

かい節である。 1・ 2は勝坂式、 304は平出Ⅲ類 aに、 7～ 10は、唐草文系土器の後半に比定

される。11は硬砂岩製で、基部を欠損 し、刃部及び側縁に調整の施される肉厚な石器である。12

は硬砂岩製の横刃型石器で左半を折損する。本址出土遺物は縄文時代中期中葉のものが主体的で、

中期後葉終末の遺物は混入と考えられ所属時期も前者に求められる。

9)2号 住居址  (挿図 4、 2図 。3図 1～ 8)

(馬場保之 )

Aト レンチの北寄りで確認された。径約 5.lZの 円形を呈する竪穴住居址と考えられる。主軸

方向は推定 N48°Wを示す。本址中央部はやや低 くなっており周辺に比して硬く締っている。壁は

ゆるやかな立ち上がりを示 し、調査した範囲で周溝は確認されていない。本址に伴なうピットは5つ

が検出されているカミいずれが柱穴を構成するか不明である。中央より北西寄りに検出された方形の

掘り込みは、中央部に焼土が認められ、炉と考えられる。炉石の抜き取り痕は確認されなかった

が平面形等から石組炉であると考えられる。あるいは本址中央 トレンチ壁下に検出された柱状の

石が炉石の一部にあたるかもしれない。炉址西側の穴は深さ74`π を測る。

遺物 第 2図 1は無文の鉢形土器で外面にミガキ状の光沢があり、内面に接合痕をとどめる。

2・ 3は 口縁部の無文帯である。 7は内面に屈曲をもつ。唐草文系の土器は主要モチーフが沈線

で描かれるもの (506・ 12・ 13)、 隆帯で描かれるもの (10)、 隆沈線で描かれるもの (90H)

があり、いずれも結節縄文が充填されるなど中期後半でも後出的な様相を示す。 (馬 場保之 )
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(3)4号住居址  (挿図 4、 3図 9～ 1404図 )

本住居址はDト レンチほぼ中央で確認された。 1″幅の トレンチ調査の為全体形は不明と言わ

ざるを得ない。壁はやや急に立ち上がり壁下に部分的に幅広の周溝が検出された。本址に伴う穴

はおおむね306π 内外の深さであるが、明確に柱穴と判断されるものはない。

遺物 本址からは唐草文系の土器のほか、打製石斧、敲打器、麿石、石錘、横刃型石器等、多様

な石器群が出土 した。第 3図 11は外面に縦方向のミガキ痕を顕著に残す。地文はRL縄文が多 く

(14、 第 4図 1・ 2)いずれも縦位施文である。第 4図 6は青黒色を呈 し定かでないが粘板岩製

と思われる。 7は緑泥岩製、両倶」縁に細かい調整が施され、刃部に擦痕を認める。 8は硬砂岩を

素材とし、両側に粗い剥離痕を残 し、刃部を折損する。10は先端が顕著に潰れる。11は花商岩製

で表面に擦痕が僅かに残る。13～ 15は いずれも粗い剥離面を残 しており、13は緑泥岩、14・ 15は

硬砂岩製である。

出土遺物等から縄文時代中期後葉後半に比定される。

14)5号住居址  (挿図 4、 5・ 6図 )

(馬場保之 )

Dト レンチ西倶J、 4号住居址に接 して検出された。詳細は不明であるが規模は推定 6″ 、円形

を呈する竪穴住居址である。床面はほぼ平坦であるが、貼床はなくあまり締っていない。北東壁

に比して南西壁はゆるやかな立ち上がりを示 し、周溝についても同様である。周溝の幅は一定せ

ず幅広の部分と狭い部分があるが、深さは害J合一定している。中央より東壁寄りに検出された二

段掘り込みのピット中央付近に焼土がみられた。

遺物 第 5図 1は刻みの施された隆帯および沈線 +刺 突で区画された楕円文で構成され、楕円

文内に縄文が充填される。 3は釣手土器の釣手部分で刺突によリモチーフが描かれる。 2、 4は

それぞれ隆沈線、沈線で区画文が描かれ、地文に縄文が施文される。 8は竹管によって横位の平

行沈線が浅 く施文された土器で平出Ⅲ類 aに 比定される。 9は ほぼ完形の鉢形土器で把手及び口

縁部に押引き沈線により蕨手状の文様が施文される。器面の著 しく荒れた砂粒を多 く含む土器で

ある。第 6図 3～ 7は隆沈線によって区画され、 3・ 4,7は隆帯上に刻みが施される。他に綾

杉状沈線 (13)、 1亡行沈線 (10)、 結節縄文 (11)が施文される土器がある。14～ 19は打製石斧

で、14を除いて他は緑色岩素材である。14は刃部に自然面を残し、身中央で最大幅を示す。15は

刃部に擦痕をとどめる。20・ 21は いずれも硬砂岩製の横刃型石器で、20は刃部に微かにロー状光

沢が認められる。21は左端を折損 しており、刃部には二次調整が加えられる。

出土遺物等から本址は縄文時代中期後葉に属すると考えられる。       (馬 場保之 )
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(5)6号住居址  (挿図 5。 7～ 11図 )

調査区東隅近 くのD4グ リットに検出 した。調査区外にかか り、 穴に切られる。直径ほ

ぼ 5.4Zを 測る、不整円形の竪穴住居址であり、主軸方向はN8ド Wである。検出面から床まで10

`π
余と浅 く、壁はやや緩 く傾斜 している。床面は平坦で堅 く良好であった。主柱穴の確定はでき

ないが、壁ぎわにあり、比較的大きな平面形を有 し、床面から30`π以上を測る穴 R～ P5が該当す

る可能性が強い。また炉の東側にある住居址のほぼ中央P6は床面から576πを測り主柱穴に加える

事も可能であろう。東側壁下P7・ P8は入口部施設であり、入口部が張り出す形態かもしれない。

◎

⑪△

o         2m

挿図5 TSH 6号 住居址
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両方共そばに石が検出された。P8の そばの石は石皿である。炉は石組で床面中央からやや奥壁よ

りに位置し、床をわずか掘り凹め、30～ 20θπの石を方形に並べてあり、抜かれた石 もある。炉の

底部は良 く焼けており、厚さlp6π前後の焼土化が認められる。炉南倶1には炉内よりかき出したと

推測される焼土が、床面より3 θπ前後の高さに検出された。

遺物 土器の出土量は比較的少なく、器形の確認できるものも少ない。土器を概観すると、口

頸部が無文で頸部以下体部に施文を持つものが多い。 7図 1は口頸部が無文で頸部が一段遮、くら

み、特異な装飾帯を持っている。 5も 同様式の深鉢形土器であり、勝坂式系である。 7図 2・ 4

8図 4・ 8～ 17は井戸尻Ⅲ式系である。 9図 7・ 8・ 9は平出Ⅲ類 a系である。

石器の出土量は多 く打製石斧・横刃型石器 。石鏃 。石錘 。敲打器・使用痕の残る円礫・石皿な

ど出土している。打製石斧は緑泥岩製 (9図 28～ 30。 10図 1～ 5、 7～ 9)と硬砂岩製 (9図 27

・10図 6・ 8)が あり緑泥岩製がほとんどであって、刃部に著 しい使用痕を残すものもある。横

刃型石器 (10図 11～ 13011図 1)は すべて硬砂岩製であり、11に はわずかであるがロー状光沢が

残っている。石鏃 (11図 2)は破瑠質安山岩製で、不整形な仕上げである。石錘 (11図 3・ 4)

は硬砂岩礫を打ち欠いた 4と 、フォルンヘルス製の 3がある。敲打器 (11図 5。 6)は平面部に

敲打痕の残る 5、 花商岩で使用痕のハッキリしない 6がある。砥石 (11図 7)と推測したきめの

細い硬砂岩礫は、平面に使用痕が残っている。

(6)7号住居址  (挿図 6・ 12～ 15図 )

(佐々木嘉和 )

調査区北西側中央付近、Hリ グリットに検出した。直径 5,6″Zの円形竪穴住居址であり、主軸

方向はN61° Eを測る。検出面から20θπ前後の壁高があり急傾斜である。床面は奥壁から入口部方

向に緩 く傾斜 しており、凹凸があったが堅 く良好である。周溝は壁直下を全周しており、床面か

ら20～ 106π の深さである。主柱穴は 6本 Pl～ P6で、深さも57～41Cπ とそろっている。入□位置両

1員」のP4° P5間 は他に比べてやや狭 く、壁倶」周溝ぎわに小穴を伴なっている。この主柱穴間中央壁

ぎわに穴が検出され、深さは50θηであるが使用目的は不明である。炉は石組で、床面中央からや

や奥壁寄りに位置する。床を掘り凹め石を長楕円形に設置しておりt抜かれた石もある。炉の中

央は緩 く凹み床面から30Cπの深さである。

遺物 土器の出土量は他の住居址に比較 して少ないが、ほぼ完型で無文 (12図 1)の 1個 体の

他に、ほぼ器形の確認できるものが 3個体ある。櫛状工具による条線文を地文に、沈線文を施し

た (12図 5～ 7・ 13図 6・ 7)も のと、条線文 (12図 8～ 10)の みの破片があり、条線地文がこ

の住居址の特徴である。出土位置はほとんどが床面に接 している。 1・ 12は床面に倒れた状態で

あり、11は伏っていた。 5・ 6の体部に波状沈線を施すのは、東海地方の土器の影響を受けたも

のと考えられる。土器製円板 (13図 10・ 11)が 2個出土 している。

石器は打製石斧 。横刃型石器・敲打器・砥石などが出土 している。打製石斧 (13図 12・ 13)は
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2個 と少なく、12は緑泥岩製13は硬砂岩製である。横刃型石器 (13図 14～ 17・ 14図 1～ 13)は打

製石斧に比較 してその量は多 く、ほとんど硬砂岩製で緑泥岩製 (14図 2)は打製石斧の可能性も

ある。敲打器 (14図 14。 15)には磨痕が残っており、14は硬砂岩楕円礫で平面に著 しい磨痕があ

り、周辺に敲打痕が残る。15は緑泥岩で磨痕はわずかである。砥石 (15図 3)は砂岩で著 しい使

用痕があるが、破損 しており全体形は不明である。花商岩の丸い石 (15図 1・ 2)が出土 してい

るが性格は不明である。P3の そばから石皿が出土 しているが、図版の都合で割愛した。

(佐々木嘉和 )

(η  8号住居址 (挿図 7・ 16～ 19図 )

7号住居址の北、」10グ リットに検出し、土坑26に切られる。直径 4.6形 でほぼ円形の竪穴住

居址であり主軸方向はN17¬ rを測る。検出面から25～ 10θπの壁高があり傾斜には緩急がある。床

面は奥壁から入口方向に10`π緩 く傾斜 しているが堅い。周溝は南側に検出されなかったが、壁下
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船

挿図 7 TSH 8号 住居址・土坑26

3分の 2で確認 した。床面から10θπ前後の深さがあり巾は比較的広い。主柱穴は 5本 と推測され、

R～ P5であるが深さは70～406π と差が著 しい。入口部はP5付近と推測 したが施設と確認できるも

のはない。炉は新旧 2個が検出され、中央に位置するものが古い。焼土は床面とほぼ同じ高さで、

周囲に不規則な穴が検出され、石組炉であったと推測できる。新 しい炉は古い炉の北側で床を少

し掘り凹め、石を不整楕円形に並べており雑な作りで、石を抜いた所もある。炉の中央は緩 く凹

み最深部は166πを測る。

遺物 土器の出土量は多 く器形の推測できる3個体がある。地文に縄文と櫛状工具による条線
文を施し、沈線文で飾る個体が多い。破片には勝坂・平出Ⅲ類 a。 井戸尻Ⅲ式などがある。16図

1の地文は縄文であるが器面が荒れ、残っている部分は少ない。 2は半裁竹管による条線文であ

り、 3は櫛状工具による条線文を施し、沈線文で飾る。 ミニチア (19図 4)はていねいに作られ、

波状口縁で完形である。

石器は比較的少なく打製石斧・横刃型石器・石錘 。石皿などである。打製石斧 (19図 5～ 8)

は緑泥岩製 (6・ 8)と 硬砂岩製 (5。 7)であり、使用痕の著しいものである。横刃型石器 (19

図 9～ 13)で緑泥岩製は 1個 のみで他は硬砂岩製である。石錘 (19図 14)は緑色の変成岩礫を
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打ち欠いている。石皿 (19図 15)は 花商岩で少 し破損 している。凹みはまったくなく一面がよく

擦れている。                              (佐 々木嘉和 )

18)9号住居址  (挿図 8・ 20～ 28図 )

試掘 Cト レンチにかかり確認、K ll・ 12グ リットに位置する。土坑状の穴、試掘 Cト レンチに

壁を切られる。 5.8× 5.6″ の不整 5角形の竪穴住居址である。主軸方向はNlぴWを測り、壁高

は検出面から40θπ余ありほぼ垂直である。床面は平坦で堅 く良好であり、周溝は壁下にほぼ全周

検出した。部分的に切れる所、 2重になる所があり、深さは10～ 26πで凹凸がある。主柱穴はPl

～P5の 5本であり、掘り方は大きく深さも50θπ前後ある。P4の西側には石皿 (28図 2)が出土 じ

た。P5と周溝の間には長さ406π 巾206π弱の石が出土し、何らかの意味を持った石と考えられる。

P4と壁の間に深さ15Cπの穴を検出したが、入り口部の確認はできなかった。炉は石組で中央から

0        2m

挿図8 丁SH 9号住居址
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北寄りに位置し、ほぼ方形で大きな石が使用され、北東隅に石皿利用の副炉が設けられている。

石組の石は床面から10～ 46π 出た状態であり、内倶」は石のそばで床面から20～ 106π低く、中央は

緩 く凹み深さ306πを測る。

遺物 土器の出土量は多 く器形の確認可能なものは数個体あるが、完形になるものはない。深

鉢型土器は唐草文系で、結節縄文の施文が特徴である。20図 1～ 8は 口頸部が外反し、沈線の渦

文で区画し、結節縄文を施している。20図 9～ 17は口頸部体部共に沈線文で区画し結節縄文を施

す。21図の土器片は、ほぼ全部同じ施文方法で、口頸部は無文で体部との間を刺突文で区切り、

体部は懸垂する沈線文の間に結節縄文を施す。22図 8の底部には木ノ葉痕が残っている。23・ 24

図の破片は加曽利 E式土器がほとんどである。24図 15。 16は浅鉢形土器であり、18は器台である。

14も 器台片と思われる。19は無文の耳栓である。

石器は磨製・打製石斧 ・横刃型石器 ,敲打器 。砥石・石錘・台石などである。磨製石斧 (24図

20～ 22)は 3個出土 しており、共に緑泥岩製で23は乳棒状石斧の破損であろう。打製石斧 (24図

23・ 25図 1～ 8)は硬砂岩製25図 1・ 3・ 4・ 7と緑泥岩製24図 23・ 25図 5。 6。 8があり25図

2は安山岩製と思われる。23は先端が突り擦痕が著 しく、他にも擦痕の残るものがある。横刃型

石器 (25図 9～ 18・ 26図 1～ 5)はほとんどが硬砂岩製であるが、10。 12・ 18が緑泥岩、 9は粘

板岩質であり、12には著 しい使用痕が残っている。敲打器 (26図 8～ 13・ 25図 1)は大小様々で

あり、擦痕の残ったものも含まれ、砥石に利用されたものであろう。石錘 (27図 2,3)は 硬砂

岩の楕円礫を打ち欠いている。砥石 (27図 4・ 5)は砂岩製で使用痕が著 しい。台石 (27図 6)

は花商岩の円礫で使用痕 らしい凹みが残っている。28図 1は炉の北東隅に置かれた石皿の半欠品

で、副炉に利用したものであり、花商岩である。 2も偏平な石皿で、入口部分か ら出土 し花商

岩である。 3は石質 。性格共に不明であるが、白く軟かい石で四面共に切り出して整形 してある。

(佐々木嘉和 )

19)10号住居址  (挿図 9・ 29～ 36図 )

114グ リットに検出し、10号住居址より古いロームマウンドを切っており、 5′′Zのほぼ円形の

竪穴住居址である。主軸方向はN74°Wを測り、壁高は検出面から206π前後で、比較的急傾斜であ

る。床面は平坦で堅 く良好であったが、炉の北西側がロームマウンド周囲の黒土のため不明確で

あった。周溝は壁下にほぼ全周確認し、巾はやや狭 く深さは20～ 3mと差が著しく、所々で穴状に

なっていた。主柱穴は 5本でPl～ P5で ある。掘り方は50～ 40`π と小さめで、深さは68～ 45θπであ

る。P3の そばから48× 40`π の偏平な石が出土 した。P6は底まで206π余で浅いが、緩い傾斜の壁は

叩き締められた様に堅 くなっていた。入田部は埋甕出土付近と推測されるが、施設らしいものは

検出されなかった。炉は中央からやや西寄りに位置し石組であり、床面を少 し凹め石を不整方形

に並べている。石の上面は床面から106π前後出ており、内倶Jは緩 く凹み床面から20Cπの深さで、

良 く焼けていた。埋甕は東倶1壁下に正位で埋められていたが、底は無 く蓋石も無かった。甕を入
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れた穴はほぼ方形で壁に接 して掘られている。

遺物 土器の出土量は多 く、ほぼ器形の推測できるものは 5個体あり大形のもの 3個体が含ま

れる。29図 は大形の深鉢形土器で、口頸部が外反 し口唇部が内側に水平に近 く折れ、緩い波状口

縁になっている。平面的には 8角形の口縁であり口唇部 8箇所に、S字形の隆線文を持ち間を竹

管による押 し引き文 。刺突文で埋めている。口頸部にも8箇所の下垂する竹管押 し引き文を施し

ている。これと同様な施文を持つものは、31図 1で体部は櫛状工具による条線文である。30図 1

は隆線文と沈線文が主体で、把手が着 く。隆線文の間は竹管による押 し引きと条線文、体部の下

垂する沈線文の間は条線文で埋めている。これと同様な個体は32図 20図の把手、31図 5の体部が

そうであろう。30図 2は埋甕であり、櫛状工具による条線文と沈線文で飾っている。32図の破片

のほとんどは条線文のみの施文であり、33図 の破片はいずれも中期後葉段階の土器である。31図

7・ 8は ミニチアで、 8は炉の中から出土 しており極めて小さい。

石器は磨製 。打製石斧 。横刃型石器 。敲打器 。石錘 。凹石 。摺り石 。石皿などである。34図 1・

2は磨製石斧の半欠品で、 1は乳棒状石斧であり、 1・ 2共に石質は不明である。34図 3～ 8は

打製石斧で、 3・ 6・ 8が緑泥岩製、他は硬砂岩製であり使用痕の著 しいものもある。横刃型石
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器 (34図 9～ 15'35図 1～ 12)は 4の粘板岩製をのぞいてすべて硬砂岩製であり、使用痕の残る

ものもある。35図 13は黒曜石であり石核と推測 した。14は硬砂岩礫を打ち欠いた石錘である。15。

16は敲打器で15は緑泥岩16は花商岩である。36図 1～ 4はすべて花商岩礫で、使用痕、凹みが残

るものがある。 5は石皿で花商岩である。

10 12号住居址  (挿図10 第37図 。38図 1～ 7)

(佐々木嘉和 )

E9グ リット付近において、土器、石器及び焼土が出土 し、それを囲む形でピットを検出した

ため、住居址とした。形態からみて 5本柱とみられるが、主柱穴が確定できず主軸方向は不明で

ある。

推定で 6.3× 5.8物 の円形を呈するものと考えるが、検出時に深 く掘りすぎたため、壁は残存

しておらず、周溝もない。床はやわらかく不明瞭である。焼土を認めた場所を炉としたが形態は

不明である。

遺物 出土遺物としては、土器片 (第 37図 1～ 11)がある。そのうち 2、 3は胎土及び施文か

ら同一固体であり、また 1、 5、 6、 10、 11は 平出Ⅲ類aの土器である。石器は、乳棒状石斧 (第

37図 12)は、緑泥岩製ではあるが基部のみ出土、打製石斧 (第 37図 13～ 18)が 6点出土 した。そ

のうち硬砂岩製のものには、完形で比較的薄い13と 、幅広の16の 2点が、緑泥岩製のものには刃

部のみが厚い14、 基部は欠損 しているが、刃部先端にごくわずか摩滅痕が残る15、 完形の17の 3

‐
０
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Ｑ
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■s

Iヽ 1

|

図 10 丁SH 12号住居址
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部のみが厚い14、 基部は欠損 しているが、刃部先端にごくわずか摩滅痕が残る15、 完形の17の 3

点が、また、硬質の泥岩製の18は刃部が欠損 している。その他に硬砂岩製の横刃型石器 (第 37図

19～ 24。 第38図 1)7点のうちには、ごく薄 く背部にも調整面を残す19、 刃部に顕著な調整面が

みられる21・ 22や刃部に摩滅痕をもつ24も みられる。敲打器 (第 38図 2、 3、 5)3点 、硬砂岩

で全体に剥離面が残っているが用途は不明の石器 (第 38図 4)、 花商岩製の摺り石 (第38図 6)

と敲打器を凹み石として使用 したとみられるもの (第 38図 7)も 出土 している。 (吉り|1 豊 )

lll1 13号 住居址  (挿図11・ 38図 8～ 18。 39図 1～ 3)

検出時に周溝を確認13号住居址とし、 112グ リットに位置する。周溝外側で 4.3%前後を測り、

方軸方向は他の住居址と炉の位置が異なり、南壁倶Jに あってS299Eで ある。検出面の黄褐色土に

周溝を確認したので、壁は確認できなかったが、竪穴住居址と推測される。床面は平坦で堅 く良

好であり、周溝はほぼ全周確認 した。巾20～ 5`π深さ15～ 3 θπで部分的に深い所がある。主柱穴

は 5本 と推測 しPl～ P5で あるが、深さは30θπ前後とやや浅い。P3P4間 で周溝中の穴が入口施設と

考えられる。炉は新 しい穴に切 られているが、中央から南倶Jに位置 し、石は抜かれており、炉の

中央は緩 く凹み床面から10θπを測る。良 く焼けた周囲に石の入 つていた穴があり、不整円形の炉

と推測される。

遺物 検出面が床面となり、出土量は少ない。
|

|

38図 8の深鉢型土器は、口頸部が外反 し口縁部

が内倶」に緩 く折れる。口縁部

に沈線の渦文を施こし、地文

は条線文であり、15も 同類で

あろう。

石器は打製石斧、石錘、敲

打器、摺り石などである。打

製石斧 (38図 17)は緑泥岩製

であり、石錘 (38図 18)は硬

砂岩礫を打ち欠いている。39

図 1～ 3は敲打器兼用の凹石、

摺り石で、 1、 3が花商岩 2

は安山岩で使用痕が著 しい。

o        2m
挿図1l TSH 13号住居址
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2)弥 生 時 代

(1)11号住居址  (挿図12 第39図 4～ 14、 第40図 1)

試掘時に Iト レンチの東端で確認 した住居址である。建物建設予定地の南端にあたるため範囲

を拡張し、検出、掘り下げを行なった。

平面プランは 5.5× 3.4″ 隅丸方形で、いくぶん縦長であり、主軸方向はN19.5° Wを示す。床

面は良好な貼床になっており、ほぼ中央部には焼土を伴う70× 60θπの不整楕円形で深さ 86πの落

ち込みがあり、地焼炉とした。

形態からみて4本柱と考えたが、東隅で16× 12θπのほぼ円形、深さは 7 θπの穴を検出したため、

これを主柱穴の一つとした。しかし、他の 3本は検出できなかった。

周溝は、北倶」の壁下ではほぼ全域に長さ 2.4″ 幅146π深さ4～ 26π、東壁下では、中央付近に

長さ 1.1%幅 10θπ深さ 26πで残っているしまた、南壁下も中央付近で長さ906π幅206π深さ 3θれの

ものが両倶Jに小穴を伴って残っている。西倶Jは小穴が数個あるが、周溝は残っていない。

壁は Iト レンチにかかった西側半分は残 つていないが、その他の壁はほぼ垂直に掘り込まれて

いる。

遺物 漆黒色をした覆土から出土 した土器は少ないも箆削りによる調整痕がみとめられる甕の

下部 (第 39図 10)、 小片ではある

が甕の口縁 (第 39図 4～ 7)、 こ

のうち4には波状文がみられる。

壺の口縁 (第39図 8)および波状

文を施した小破片 (第 39図 9)が

ある。また、石器としては、硬砂

岩製の横刃型石器 (第 39図 11)、

打製石斧 (第 39図 12、 13)2点、

硬砂岩製で節理面を顕著に残す12

と、緑泥岩製で全体的に磨かれて

いる13がある。他にも花商岩の摺

り石 (第 39図 14)。 同じく花商岩の

石皿 (第40図 1)が出土 している。

弥生時代後期の遺構として本住

居址 1軒のみが確認され、その性

格・位置付け等今後の研究課題と

(吉川 豊)   0

鯵
|

／

２ｍ

-21-

いえる。 挿図12 TSH 11号住居址



2.土  坑

(1)土坑 1 (挿図13)

C6グ リッドで検出し、完掘 した。径90θπの不整円形を呈する。底部はほぼ平坦であり、深さ

は256π を漫1る 。 壁は比較的急角度にたちあがる南壁を除いては、ほぼ垂直にたちあがっている。

覆土からは、土器が出土 したが小片のため図化できず、時期決定にはいたらなかった。

(2)土坑 2 (挿図13)

D6グ リッドのほぼ中央部、土坑 7の西南で検出した。 130× 1006πの不整楕円形で、底部は

南から北にむかってやや傾いており、北壁際の最深部で深さ326π に達する。壁は西北の壁がやや

緩やかにたちあがる以外は、比較的急角度なたちあがりである。

覆土からは、少量の土器が出土 したが小片のため図化できず、時代決定はできない。

(3)土坑 3 (挿図 13、 第40図 2、 3)

E5グ リッド、土坑 4と土坑 11と の間で検出した。平面プランで直径 110θπの不整楕円形の土

坑である。底部はほぼ平坦であり、深さは35θπを測る。壁は急角度にたちあがり、断面形は逆台

形になる。

覆土からは縄文時代中期土器 (第40図 2、 3)が出土 している。 2は勝坂、 3は平出Ⅲ類 aで

ある。

(4)土坑 4 (挿図13、 第40図 4)

E5グ リッドの東側で検出した。90× 806πの楕円形の土坑である。底部は中央付近がやや凹ん

だ鍋底形をしており、深さは31θπを測る。壁はほぼ垂直にたちあがっている。

覆土からは縄文時代中期にあたる勝坂式土器の破片 (第 40図 4)が出土 している。

(5)土坑 5 (挿図14、 第40図 5)

E4グ リッドの西端で検出した。平面プランは160× 806πの不整楕円形であるが、形態とすれ

ば南側の直径70`πのピットがその北側にある楕円形のピットを切ったものである。底部は大きく

三つに分かれ凸凹しているが、深さはいずれの部分でも20θπを測る。また、南側のピットの底部

北側には深さ106πの落ち込みがある。壁は北倶」ではほぼ直角にたちあがるが、南ではやや緩やか

になり、それ以外の部分は比較的急角度でたちあがっている。

中央部の覆土から、縄文時代中期の土器片 (第 40図 5)が出土 しているものの、詳細時期は不

明である。
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16)土坑 6 (挿 図 13、 第40図 6～ 13、 第43図29～31)

E5、 E6、 F5、 F6グ リッドにかかって検出した。東側で土坑H及びピットに切られてい

るため、全容はわからないが推定で 220× 190 θπの隅丸方形になる。底部は 3段 に分かれており

整っているとはいえない。一番深い落ち込みは北倶1に あり検出面からの深さは26θπと比較的浅 く、

ほぼ平坦な底の北端は小ピットにより切られている。深さ20`πを測る中段は土坑の南半分を占め、

ほぼ平坦な底をもつ。一番浅い部分は東側にあり土坑底部の 3分の 1程度になる。これもまたほ

ぼ平坦な底部で深さは146π とごく浅い。壁は全面的にやや急角度にたちあがっている。

覆土からは比較的多量の土器が出土 (第 40図 6～ 13)し ている。 6は波状口縁土器の口縁の一

部で細い隆帯を貼り付けてある。また、 9、 10は平出Ⅲ類 aである。石器としては、硬砂岩製の乳

棒状石斧 (第 43図 29)は刃部が欠損 している。その他、緑泥岩製の敲打器 (第 43図 30)、 硬砂岩

製の凹み石の破片 (第43図 31)が出土 した。縄文時代中期の遺構である。

(7)土坑 7 (挿 図 13、 第40図 14～ 16)

D6グ リッドで検出した。北倶1で土坑 8を切るが、検出時に新旧関係不明なため同時に掘り下

げた。推定で直径 120θπの円形を成す。底部までの深さ36`πで、北から南へやや傾斜 しており、

壁は比較的急角度にたちあがっている。

覆土からは、若干の土器 (第 40図 14～ 16)が出土 しているが、時期決定にはいたらなかった。

(8)土坑 8 (挿図 13、 第40図 17、 第44図 1)

D6グ リッドで検出した。南倶Jで土坑 7に切 られるため全容は不明である。掘り下げた部分で

120× 90θπの不整形になる。底部はほぼ平坦で、深さ266π と比較的浅い。壁は西側でごく緩やか

なたちあがりとなる以外は、ほぼ垂直にたちあがる。

覆土中からは、縄文時代中期の勝坂式土器 (第 40図 17)の 出土があらた。また、石器としては、

緑泥岩製の敲打器 (第 44図 1)が出土 した。

19)土坑 9 (挿図13、 第41図 1～ 5、 第44図 2～ 5)

D6グ リッド、土坑 8の東側で検出した。平面プランで直径90`πの不整円形を呈する。底部は

南から北へ向かって傾斜 しているものの、最深部の北壁際でも深さ21θπと浅い。壁はどの部分で

もほぼ垂直にたちあがっている。

覆土中からの石器としては、緑泥岩製の打製石斧 (第 44図 2、 3)が 2点、 2は刃部が欠損 し

ており、 3は刃部、基部ともに欠損 している。また、花商岩の石皿 (第 44図 4)も 出土 している。

その他に、縄文時代中期の土器 (第 41図 1～ 5)も 出土 している。
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〔0 土坑10 (挿 図13、 第41図 6～ 8、 第44図 5～ 7、 第45図 1)

C5、 C6、 D5、 D6グ リッドにかかり検出した:平面プランで 260× 160 θπの不整形、北

倶」の直径 1606πの不整円形のものが南側の楕円形のものを切った形になっている。

北側は、深さ65θπでほぼ平坦な底部をもち、壁際には径10`π程度の小さな穴が 5個ある。壁は

比較的急角度にたちあがっている。土坑とした南倶Jは、 100× 90`π の半楕円形に残っているのみ

であるが、底部はほぼ平坦で深さ30θπを測る。壁はほぼ垂直にたちあがる。なお、東倶」の壁上に

はピットがある。

覆土からは、完形で刃部には摩滅痕がある緑泥岩製の打製石斧 (第 44図 5)、 硬砂岩の円礫 (第

44図 6)、 風化 している砂岩製の敲打器 (第44図 7)、 花商岩で敲打器か凹み石と考えられるも

の (第 45図 1)と 、若千の土器 (第 41図 6～ 8)が 出土 しているが、小片で時期は決定できなか

った。

但J 土坑11 (挿 図 13、 第41図 9)

E5グ リッドの西端で検出した。北西倶Jで土坑 6を西側でビットを切っている。 180× 1206π
の楕円形、底部は土坑 6を切る北西から南に向かってごくわずか傾斜している。深さは366πを測

る。なお、壁はやや急角度にたちあがっている。

覆土からは、表面に黒斑をもち、緩 く曲がっている土製円盤 (第 41図 9)と 、若干の土器が出土

しているが小片で図化できず、時期の決定はできなかった。

は2 土坑12 (挿図15、 第41図 10～ 12、 第45図 2)

グリットB4、 B5にかかって検出した。南倶Jは土坑 13を切っている。平面プランは径 100 Cπ

の円形で、底部は平坦で深さ50`πを測る。壁は、土坑13と 同時に掘下げたため南壁は不明である

が、他は垂直にたちあがる。

覆土からは、深鉢の底部 (第 41図 11、 12)、 このうち11にはナデによる調整痕がみとめられる。

また、細い隆帯を貼り付け、間には沈線や半裁竹管の押引きで文様を施した土器片 (第 41図 10)

が出土 した。この破片は土坑13の覆土から出土 したものと接合した。その他緑泥岩製の打製石斧

(第 45図 2)が完形で出土 している。縄文時代中期の遺構である6

任3 土坑13 (挿図 15、 第41図 10、 13、 14、 第45図 3)  .

B4グ リッドで検出した。北倶Jで土坑12に切られている。平面プランは径 1806π の円形を呈 し

ている。底部は中央がやや凹んでおり、深さは、最深部となる東壁際で526πを測る。北壁及び西

壁はやや急角度にたちあがっているが、南 。東壁についてはゆるやかにたちあがっている。なお、

東壁には60× 10θπの三日月形の中段をもつ。
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覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 41図 10、 13、 14)が出土 した。このうち10は土坑 12の覆

土から出土 したものと接合した。そのほか、刃部の欠損 している緑泥岩製の打製石斧 (第45図 3)

も出土している。

任J 土坑14 (挿図14、 第41図 15～ 17)

G5グ リッドで検出した。南西側でピットを切る 150× 110 θπの楕円形を呈する。底部は東か

ら西に向かって傾斜 しており、最深部での深さは26θπと比較的浅い。壁は比較的緩やかにたちあ

がっている。

覆土からは縄文時代中期土器 (第 41図 15～ 17)が出土 している。

l151 土坑15 (挿図14、 第41図 18～22)

H4グ リッドで検出した。平面プランで 190× 170 θπの不整円形を呈する。底部の西半分には、

90× 806πの範囲で126πの落ち込みがあるため、土坑本来の底部は、東半分を中心に残っているの

みで、東壁際から中央に向かってやや傾斜 し、落ち込みの直上で深さ43θπを測る。壁は比較的緩

やかにたちあがる。

覆土からは、若干ではあるが、縄文時代中期の土器 (第 41図 18～22)が 出土 している。縄文時

代中期後半である。

は0 土坑16 (挿図14)

15グ リッドで検出した。平面プランで 200× 130 θZの不整楕円形を呈する。底部の南半分は

90× 706πのピットにより切られる。その西側を不整形のピットにより切られるため、北から南に

向かって傾斜 している土坑本来の底部は北側に少 し残る程度である。深さは、それぞれの最深部

で43θπ、35Cπ 、39Cπである。壁はいずれも稜をもち二段にたちあがる。その角度は東倶1の上段で

ほぼ垂直になる以外は、やや急角度にたちあがっている上段に比べ、下段の方がやや緩やかであ

る。なお、西壁は40× 30θπのピットで切られている。

覆土からは、縄文時代中期の土器が出土 しているが小片で図化できなかったため、詳細時期に

ついては不明である。

は1 土坑17 (挿図14、 第41図 23～27、 第42図 1、 2、 第45図 4～ 6)

」4グ リッドで検出した。北西の壁の一部が用地外にかかり完掘はできなかったものの平面プ

ランが 140× 120 θπの楕円形の土坑である。底部はほぼ平坦で、深さは626π。壁はほぼ垂直にた

ちあがっており、しっかり掘り込まれた土坑である。

覆土からは、土器 (第 41図23～ 27、 第42図 1、 2)が出土 しているほか、緑泥岩製の打製石斧

(第 45図 4、 5)2点 、のうち、 4は基部を欠損 して、 5は基部のみが出土 した。また硬砂岩製
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の摺 り石 (第 45図 6)も 出土 している。縄文時代中期後半の遺構である。

l181 土坑18 (挿図14)

C4グ リッド、 6号住居址の東倶」で検出した。直径 100`πの円形を呈 している。底部は中央が

凹む鍋底形であるが、深さは246π と比較的浅い。壁は比較的急角度にたちあがっている。

覆土からは、土器が出土 しているが小片で図化できず、時期決定は困難である。

但9 土坑19 (挿図14、 第42図 3、 4)

E4及びE5グ リッドにかかって検出した。平面プランで 200× 1306πの不整形で、大きく東

西に三分できる。東半分は撹乱が底部まで及び土坑の形態は不明瞭である。それに対 し西半分は

土坑自体の形態が残っている。底部の中央はやや凹んでいるが、深さは146π とごく浅い。壁は緩

やかにたちあがっている。

覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 42図 3、 4)が出土 している。

lal 土坑20 (挿図15、 第42図 5、 6)

G6グ リッド土坑21を切って検出した、90× 90`π の隅丸方形の土坑である。底部は北から南へ

やや傾斜 しており、最深部となる南壁下でその深さは29θπを測る。壁は、比較的急角度にたちあ

がる。

覆土からは土器 (第 42図 5、 6)が出土 している。縄文時代中期の遺構である。

1211 土坑21 (挿図15、 第42図 7～ 9)

G6グ リッドで検出した。西側で土坑20に切られる。平面プランは推定で 100× 70 ιπの楕円形

を呈する。底部は中央がやや凹んだ鍋底形であるが、南側では径30θπ深さ30θπのピットが底を切

っている。壁は比較的‐急角度にたちあがっている。           ‐

覆土からは、土器 (第 42図 7～ 9)が出土 している。縄文時代中期の遺構である。

例 土坑22 (挿図15)

G6グ リッドで検出した。80× 80θπの隅丸方形の土坑である。底部は中央が凹み、深さは426π

を測る。壁は、比較的急角度にたちあがり、摺鉢状になる。

覆土からは縄文時代中期土器が出土 しているが小片で図化できず、詳細時期は不明である。

四 土坑23 (挿 図14、 第42図 10～ 17、 第45図 10～ 14)

H6グ リッドで検出した。平面プランで 280× 200`π と比較的大規模な不整楕円形を呈 した土

坑である。底部はほぼ平坦であるが、東壁際を 2つのピットに切られている。深さは最深部で26

-28-



>ゝ

、 ＼

く

‐

～

―

〆

‐

‐
Ａ
Ｍ
Ｓ
‐

も
~

安

″

／

０

／

／

◎
+

一　

　

一

―
―
ゝ
―
―
ノ
ー
ー

ヽ

ミ

挿図15 TSH 土坑 12013020～ 22025・ 33～ 38055・ 56

◎
◎

-29-



θπを測る。壁は比較的緩やかにたちあがっている。

覆土からは比較的多量の土器 (第 42図 10～ 17)が出土 しており、10は全面に箆磨きを施 してあ

り、わずかに朱塗りが認められる。また、13、 14は平出Ⅲ類aである。そのほか石器としては、緑

泥岩製の打製石斧 (第 45図 7、 8)は刃部を欠損 している7と 、完形で刃部に摩滅痕をもつ 8の

2点 と、同じく緑泥岩製の敲打器 (第 45図 9)も 出土 した。縄文時代中期の遺構である。

例 土坑24 (挿図 13、 第42図 18、 19、 第45図 10～ 14)

F7グ リ、シドで検出した。平面プランで 180× 100θπの不整楕円形をしている。底部中央には、

底部からの深さが14θπで直径506πを測るの円形の柱穴があり、その東側には底部か らの深さが17

6πを測る60× 406πの不整楕円形のピットを持つ。そのため土坑自体の底部は西倶J半分程度しか残

っていないが、西から東へごくわずか傾斜 し、最深部である東壁下で26θπをはかる。

覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 42図 18、 19)と緑泥岩製ではあるが、刃部のみの打製石斧

(第 45図 10)、 同じく緑泥岩製で刃部の欠損 している乳棒状石斧 (第 45図 11)、 砂岩の用途不明

石器 (第 45図 12)、 硬砂岩製の横刃型石器 (第45図 13、 14)2点 が出土 している。

口 土坑25 (挿図 15、 第42図 20～ 22、 第46図 1)

G7グ リッドで検出した。平面プランで 200× 180 θZの不整楕円形を呈 した土坑である。底部

はほぼ平坦であるが、西壁直下は径30θπで深さ436π の斜めに掘られたピットで切られている。深

さはそのピット直上の最深部で34翻を測る。壁は比較的緩やかにたちあがっている。

覆土からは若千の土器 (第42図 20～22)が出土 している。そのうち20は細い隆帯を貼り付けた

波状口縁土器の口縁部である。また、基部のみではあるが、緑泥岩製の打製石斧 (第 46図 1)も

出土 している。縄文時代中期の遺構である。

lal 土坑26 (挿図 7、 第42図 23、 24)

110グ リッドで、 8号住居址の南壁を切って検出した。住居址を優先 して掘ったため、全容は

不明である。推定で 180× 120 θπの楕円形を呈する。底部はほぼ平坦であり、深さは検出面から

39`πを測る。壁は、西では稜を持ち二段にたちあがる。北では緩 く、南ではほぼ垂直になるが、

東は残 っていない。

覆土からは土器 (第 42図 23、 24)が 出土 している。

囲 土坑27 (挿図16、 第46図 2)

」10グ リッドで検出した。平面プランで直径706πの不整円形を呈 した土坑である。底部はほぼ

平坦で、深さは196π とごく浅い。壁は比較的急角度にたちあがっている。

覆土からは、ごくわずか縄文時代中期の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。そ
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のほかに硬砂岩の石錘 (第 46図 2)が出土 している。

1281 土坑28 (挿図 16、 第42図 25、 第46図 3)

」10グ リッドで検出した。平面プランで 110× 100 θπの不整形を呈 した土坑である。底部まで

の深さは最深部である東壁下で276πを測る。南壁下は二つのピットで切られ、その東側には落ち

込みがある底部は、中央がやや膨らんでいる。全体として整っていない。壁はほぼ垂直にたちあ

がっている。

覆土からは、土器 (第42図 25)が出土 しているほか、刃部 。基部ともに欠損 しているが、硬砂

岩製の打製石斧 (第 46図 3)も 出土 している。縄文時代中期の遺構である。

lal 土坑29 (挿 図16、 第42図 26～28、 第46図 4)

J10グ リッド、土坑28の北倶Jで検出した。平面プランで 150× 100 θπの不整楕円形を呈 してい

るが、南半分の 110× 80θπの不整楕円形のものを土坑とした。底部はほぼ平坦で検出面までの深

さ566πを測り、壁は急角度にたちあがっている。この土坑に切られた不整楕円のピットは、底部

は北から東にかけて残るのみで、中央にやや凹み深さ326ηを測る。壁は北側が残るのみであるが、

ほぼ垂直にたちあがっている。

土坑の覆土からは縄文時代中期後半の土器 (第 42図 26～28)と 基部だけではあるが、磨製石斧

(第 46図 4)も 出土 している。

lal 土坑30 (挿図 16、 第42図 29～31)

19グ リッドで検出した。平面プランで 110× 80`πの不整楕円形を呈 した土坑である。底部は

中央がやや凹んだ鍋底形で、深さ36θπを測る。壁は比較的急角度にたちあがる北倶Jを除けば、ほ

ぼ垂直にたちあがっている。

覆土からは縄文時代中期の土器 (第 42図 29～ 31)が出土 している。

BD 土坑31 (挿図16、 第42図 32)

H9グ リッドで検出した。南倶1を ピットに切られるため、平面プランは推定で (90)× 60θπの楕

円形の土坑である。底部はやや南から北に向かって傾斜 していたり、深さは最深部の北壁下でも

13θπとごく浅い。壁は西側がほぼ垂直にたちあがる以外は、比較的急角度にたちあがっている。

覆土からは縄文時代中期の土器 (第 42図 32)が出土 しているものの、詳細時期決定は困難であ

る。

1321 土坑32 (挿 図14)

G10、 H10グ リッドにかかって検出した。平面プランは 100× 80θπの楕円形の土坑である。
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底部はやや中央が凹み、深さは20θπを測る。壁は底がそのまま壁となってたちあがる。

覆土からは、ごくわずか縄文時代中期の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。

.(331 
土坑33 (挿図15)

A4グ リッドで検出したが、東側で土坑55に切られるため全容はわからない。平面プランは推

定で (110)× 10o6π の不正形。底部は南東及び北西で二段になっている。東側は南に傾斜 し最深

部の南壁下で136π、西側は北に傾き最深部の北西壁下で29θπを測る。壁は比較的急角度にたちあ

がる。

覆土からは、縄文時代中期の土器が出土 したが小片で図化できなかったため、詳細時期は決定

できなかった。

図 土坑34 (挿図15)

A5ブ リッド、土坑56の西側で検出した。平面プランは100× 60θπの楕円形である。底部はほ

ぼ平坦で深さは12`π とごく浅い。壁は、北倶Jがほぼ垂直にたちあがる以外は、比較的緩やかにた

ちあがっている。形態は、土坑37'土坑38と よく似ている。

覆土からは、縄文時代中期の土器が出土 したが小片で図化できなかった。

1351 土坑35 (挿図15、 第42図 33、 34)

調査範囲の北東端で、B4及びC4グ リッドにかかり検出した。土坑36を切っているが、半分

ほどが用地外となり、土坑の全容はわからない。掘り上げた部分で 220× 40θπの不整形ではある

が横長の半楕円である。底部は北西から南東へわずか傾 くがほぼ平坦で深さは22θπと比較的浅し、

壁はほぼ垂直にたちあがっている。

覆土からは、土器 (第 42図 33、 34)が出土 している。縄文時代中期の遺構である。

lal 土坑36 (挿図 15、 第42図 35～37)

B4グ リッドで検出した。北西で土坑35に切られ、南では土坑37と 切り合うが新旧関係は不明
である。用地外に続 くため全容はわからないが、掘 り上げた部分で80× 406πの不整形ではあるが

長方形に近い。底部はほぼ平坦であるが西側に底から深さ56π とごく浅い落ち込みを持つ。この

土坑自体の底部は東側半分でその深さは、検出面から14`π を測るのみである。壁が残るのは、ほ

ぼ垂直にたちあがる東側とそれよりやや緩やかにたちあがる西倶1のみである。

覆土からは、勝坂式と見られる土器 (第 42図 35～37)が出土 している。縄文時代中期の遺構で

ある。
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御 土坑37 (挿図15、 第42図 38)

B4グ リッドで検出した。北側で土坑36と切り合うが新旧関係は不明である。 平面プ ランは

100× 606πの楕円形である。底部は、ほぼ平坦であり深さ 8`π とごく浅い。壁は比較的緩やかに

たちあがっている。土坑34・ 土坑38と形態はよく似ている。

覆土からは、土器 (第 42図 38)が 出土 している。縄文時代中期の遺構である。

1381 土坑38 (挿図15、 第42図 39、 40、 第46図 5)

B4グ リッド、土坑37の南東で検出した。平面プラン90× 50θπの楕円形を呈 している。底部は

ほぼ平坦で、深さは15θπとごく浅い。壁は急角度でたちあがっている南壁を除けば、比較的緩や

かである。土坑340土坑37の形態とよく似ている。

覆土から縄文時代中期の土器 (第 42図 39、 40)が出土 したほか、黒曜石製の石錐 (第 46図 5)

も出土 した。

1391 土坑39 (挿図 16、 第46図 6)

G4グ リッドで検出した。平面プランが 230× 170`π の楕円形の土坑である。底部はほぼ平坦

で深さは15θπとごく浅い。壁は比較的急角度にたちあがっている。断面形では逆台形を呈する。

覆土からは、硬砂岩の石錘 (第 46図 6)と若干の土器が出土 したが小片で図化できなかった。

時期は縄文時代中期とみられるが、詳細時期については確定できない。

仏0 土坑40 (挿図18)

Aト レンチの南東の端より約 4″付近で検出したが、 トレンチの壁にかかり完掘できなかった

掘り上げた部分で80× ,60θπの不整形。東西二段になる。深さはそれぞれ40`π 、98θπをはかり、比

較的しっかりと掘り込まれている。

底部は丸みをもち外倶1へえぐれこむため、断面形で袋状になる。

覆土からは、少量の縄文時代中期の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。

僣J 土坑41 (挿図18、 第42図 41～43)

Aト レンチとCト レンチの交差する部分のAト レンチ内で検出した。平面プランは径60θπの円

形を呈する。

底部は平坦で深さは306πを測る。壁は西倶Jが、ややえぐれ込んでいる他はほぼ垂直にたちあが

っている。

覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 42図 41～43)が出土 している。
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1421 土坑42 (挿図18、 第43図 5)

Aト レンチ内の Cト レンチ交点から北西へ約 3.5″ いったところで検出した。 トレンチの壁に

かかり全容はわからないが、推定で60× (50)θπの楕円形。

底部は平坦で深さ30`π 、壁はほぼ垂直にたちあがっており、断面で逆台形になる。

覆土からは、縄文時代中期後半の結節縄文をもつ土器 (第 43図 1)が出土 している。

1431 土坑43 (挿図18、 第43図 2～ 4)

Aト レンチ内の土坑42と 2号住居址の間で80× 60θπの長方形のものと70× 606π の不整楕円形の

ものが切り合う格好で検出した。切り合い関係が不明のため双方同時に掘り下げたが、結局新旧

関係は明らかにできなかった。

土器片の出土 した東倶」のものを土坑43と したが、底部はほぼ平坦で深さ20θπを測る。壁は比較

的急角度にたちあがっている。

覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 43図 2)と粘土塊 (第43図 3、 4)が出土している。

囲 土坑44 (挿図18、 第43図 5、 6)

Aト レンチ内の 2号住居址 と土坑45の間で検出した。 トレンチの壁にかかり完掘できなかった

ものの掘り上げた部分で 110× 90θπの半円形をなす。底の中央がやや低 くなる鍋底形をしており、

深さは最深部で406πを測る。壁はほぼ垂直にたちあがっている。

覆土からは、縄文時代中期の土器 (第 43図 5、 6)が出土 しており、このうち 5は 口縁部のみ

だが、沈線文と刺突文が施され土坑45か ら出土 したものと接合できた。

1451 土坑45 (挿図18、 第43図 5)

土坑44と 土坑46の間で検出した。70× 40θπの不整楕円形で底部は丸みを持ちそのまま壁となっ

てたちあがっている。最深部での深さは16θπとごく浅い。

覆土から出土 した縄文時代中期の土器 (第 43図 5)は、土坑44で出土 した土器と接合できた。

1461 土坑46 (挿図18)

Aト レンチ内、土坑45と 竪穴 1の中間で検出した。 トレンチの壁にかかるため完掘できないが、

掘り上げた部分で50× 30θπの不整半楕円を呈す。

底はほぼ平坦で、深さは266π と比較的浅いが、壁がほぼ垂直にたちあがっているところから判

断 して、柱穴であろう。

覆土から少量の縄文時代中期の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。
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140 土坑47 (挿 図 17、 第43図 7)

Cト レンチ内、Aト レンチとの交点付近土坑41と土坑48の中間で検出したが、 トレンチの壁に

かかり完掘できなかったため、全容はわからない。

推定 120× 80θπの楕円形で、底部はほぼ平坦で深さ60θπを測る。壁は、比較的急角度でたちあ

がっており、断面形で逆台形になる。

覆土からは、勝坂式土器 (第 43図 7)が 出土 しており、縄文中期の遺構である。

1481 土坑48 (挿図17)

Cト レンチ内で土坑47と土坑49の 中間で検出した、直径50`πの円形のものである。

底部の西北壁際には20× 20θπの不整円形の落ち込みがある以外は、平坦で深さは60θπを測る。

壁はどの方向もすべて乗直にたちあがっている。形態から判断すれば柱穴であろう。

覆土から少量の縄文時代中期の土器が出土 したが、小片で図化できず、詳細時期決定まではで

きなかった。                 、

僣9 土坑49 (挿図 17)

Cト レンチ内で Aト レンチとの交点付近で検出した。南東部分はトレンチの壁にかかるため完

掘できず全容はわからないが、掘り上げた部分では90× 60θπの不整形である。

底部には 3つの落ち込みがあり凹凸している。深さは最深部でも検出面から20θπと比較的浅 く、

壁もゆるやかにたちあがるため、断面で浅鉢形となる。

覆土から少量の縄文時代中期の土器が出土 したが、小片で図化できず、詳細時期決定まではで

きなかった。

lml 土坑50 (挿 図 17、 第43図 8、 第46図 7、 8)

Dト レンチ内 5号住居址と土坑51の中間で検出されたもので、北側はトレンチの壁にかかり完

掘できなぃため全容はつかめないが、推定で 150× 100`πの楕円形とみられる。

底部は平坦で深さは406πを測る。壁は西倶」がゆるやかにたちあがっている以外は、比較的急角

度なたちあがりである。

覆土からは、勝坂式土器 (第 43図 8)と 、緑泥岩製の打製石斧 (第 46図 7)及び硬砂岩の用途

不明石器 (第 46図 8)が出土 している。

6D 土坑51 (挿図 17、 第43図 9～ 12、 第46図 9)

北東から南西方向にあけたDト レンチの南西の端付近で二つの円形の土坑が切りあった形で検

出した。トレンチ壁にかかり完掘できず
｀
全容はわからないものの、掘った部分で 240× 1006πの
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不整形を している。

推定 100× 806πの楕円形とみられる南西倶1の ものは、底部が平坦で深さ346π を測る。また、そ

れと切り合う北東側のものは掘り上げた部分で 150× 1206πの不整形で底部のほぼ中央に若千の

落ち込みがあるもののほぼ平坦で深さは、30θπと比較的浅い。壁はゆるやかにたちあがっている。

覆土からは土器 (第43図 9～ 12)が出土 しているほか、硬砂岩製で刃部に摩滅痕のある横刃型

石器 (第 46図 9)が出土 している。縄文時代後期に位置づけられる遺構である。

1521 土坑52 (挿図18)

Aト レンチ内の土坑40か ら西へ 2506π付近で検出した。東側はトレンチの壁のため完掘できず

全容はわからないが、推定80θπの円形とみられる。

底部は西側へやや傾 くもののほぼ平坦で、深さは、226π と比較的浅い。壁はゆるやかにたちあ

がっている。

覆土から少量の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。

1531 土坑53 (挿図17、 第43図 13～ 17)

北東から南西方向にあけたGト レンチの北東の端付近で検出した。 トレンチの壁にかかり完掘
できなかったため全容はわからないが、掘り上げた部分が80× 70θπの不整楕円形になる。

東壁は中位に検出面から深さ38θπの段がある。また底部中央にはおちこみがあり、深さは最深

部で906π、底部で826πを測る。壁は、南倶Jがえぐれ込み断面で袋状になる以外はほぼ垂直にたち

あがっている。

覆土からは、土器 (第 43図 13～ 17)と粘土塊 (第 43図 18、 19)が出土 している。縄文時代中期

後半の遺構と考える。

国 土坑54 (挿図 17、 第43図20～27、 第46図 10)

Gト レンチの中央付近、土坑53の南西側で検出した、平面プラン80× 806πの不整円形を呈する

土坑である。

底はほぼ平坦で、深さは226πを測る6壁は比較的急角度でたちあがり、断面形は逆台形を成し

ている。

覆土からは、硬砂岩製で刃部に摩滅痕のある横刃型石器 (第 46図 10)と 比較的多量な縄文時代

中期の土器 (第 43図20～27)が 出土 している。このうち19～23ま では共通の綾杉状沈線文をもち、

胎土も共通 していることから、同一個体とした。

1551 土坑55 (挿図15)

A4の Bト レンチ壁際、土坑56の北東で土坑33を切っている。平面プランは径 100θπの不整円

-39-



形である。

底はほぼ平坦で、深さは166π とごく浅い。壁はほぼ垂直にたちあがっている。

覆土から少量の縄文時代中期の土器が出土 したが、小片のため図化できなかった。

lMl 土坑56 (挿図15、 第43図 28、 第46図 11)

A4、 A5に かかり、Bト レンチの壁際、土坑55の西南で検出した。平面プランは径90θπの不

整円形を呈する土坑である。

底はほぼ平坦で、深さは126π とごく浅い。壁はほぼ垂直にたちあがる東壁を除けば、比較的急

角度にたちあがっている。

覆土からは、縄文時代中期勝坂式とみられる土器 (第43図28)と 、わずかに基部を欠損 してい

る緑泥岩製の打製石斧 (第 46図 11)が出土 している。

(以上 吉川 豊 )

3.遺 構 外 出 土 遺 物  (第 46図 12～ 20。 第47～49図 )

今回の調査により出土 した遺物は、住居址及び土坑などの遺構に伴うものが大半であるが、そ

れらの遺構に直接結びつかない土器 。石器などが調査範囲内全域より出土 している。それらは直

接遺構との関連付けが困難であるが、その多 くは住居址等の検出された地点周辺からの出土がほ

とんどであり、本来いずれかの遺構内に所在 したものと推測される。

時代的には、遺構の確認されている縄文時代中期のものがほとんどであるが、わずかに縄文時

代前期・後期の土器片も認められる。

縄文時代前期 (46図 12)        :

わずかにこの 1点が出土したのみである。小破片のため全体形等不明であるが、全面に地文の

縄文を施 した後に細隆線をはり付け、その上をさらに施縄文 しており、焼成等良好であり、関西

系の土器と考えられる。

縄文時代中期 に6図 13～ 20、 47図 1～29)

住居址などの遺構が検出された時期の土器群が主体となる。このうち、13は表面の磨滅が著 し

く断定は困難であるが、半裁竹管の浅い沈線を施した土器片で、前期末もしくは、中期初頭に位

置づけられると考えられる。

14～ 20、 47-1～ 9は 、中期中葉に位置づけられる一群で、隆帯・沈線文を主主様とし、上伊

那から諏訪地方との関連で把えられるものと、半裁竹管による施文を主とするいわゆる平出Ⅲ類

aの 2大別がされる。

47-10～ 14は、中期後半の初期に位置づけられる一群である。□縁部から胴上半部全体にわた

って隆帯を丁寧にはり付けた当地方を中心に分布する土器の一群を主体としている。

47-15～ 25は 、当地方の中期後半に普遍的にみられる一群の土器で、沈線・刺突など多種の文
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様を施すもので、図示 しなかったものを含め、遺構外出土品の大半を占める。

47-26・ 27は、詳細時期は不明であるが、前述のいずれかの時期に属すると考えられる。27は

器台もしくは、台付甕の脚台部であり、当地方に類例の少ないものである。

47-28・ 29は 、結節縄文が施され、中期終末期に位置づくと考えられる。

縄文時代後期 (48図 1)

壺もしくは注口土器の底部と考えられ、外面は網代痕のある底部以外は黒色研磨されている。

詳細時期は不明であるが、後期後半と考えられる。

石器 (48図 2～ 15、 49図 )

前述の土器のいずれかの時期に共伴する石器類で、図示 した以外にも多数の破損品があるが、

全体形を知り得るものについてのみ掲載 した。全体の構成としては、縄文時代中期の住居址出土

品と共通 し、打製石斧と横刃型石器を主体に敲打器 。石皿・磨石などが若千量みられる。

(小林正春 )

伊賀良地区内では過去において、数次の発掘調査が全域で行なわれている。その中で、地区の

東端部にあたる場所での調査は、本例と昭和51年の中島平遺跡、52年の宮ノ先遺跡、58年の三日

市場大原遺跡の 4ケ所である。このうち、中島平と宮ノ先の 2遺跡は新川に面 した小段丘面及び

段丘縁部の微地形の変化に富んだ位置にある。また、本下原遺跡と運動公園用地内の三日市場大

原遺跡は、段丘平坦面の比較的乾燥 した状況にある。

調査の結果は、中島平 。宮ノ先の 2遺跡が弥生時代後期の集落遺跡、三日市場大原遺跡は縄文

時代の断片的な資料を得たのみ、当下原遺跡は本文中に触れたとおり縄文時代中期の住居址 12軒

をはじめとするかなり大規模な集落が確認されたわけである。

下原と三日市場大原遺跡は、段丘先端部に立地する点はどちらも共通するが、大原遺跡の台地

幅が広いのに対 し、下原遺跡は細長い尾根状を呈する点で異なっている。さらに、遺跡立地上の

決定的な相違点は、湧水地との比高差 。距離の点である。大原遺跡では比高差20″ 程の段丘下ま

で至らないと湧水が求められず、下原遺跡では同一段丘面端部にそれが求められる。

この両者の比較がすべて共通事項とはいえないが、龍西の段丘上における遺跡立地に一定の姿

を見い出すことは可能と考えられる。特に、広範な段丘面上に大規模な遺跡立地例は類例が乏 し

く、むしろ狭小な尾根上が微地形が複雑な様相を呈する箇所にこそ規模の大きな集落が時代を問

わずに形成されている傾向が強い。その好例として、中島平 。宮の先 。下原の各遺跡のそれぞれ

の集落址があるといえる。

本遺跡の調査により明らかになった点は本文中で触れたとおりで、遺跡の一端を垣間見たのみ

であるが、新 しい事実とそれに基づき類推される重要な歴史事象のいくつかが指摘可能である。

めとまIV
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縄文時代中期の集落は、調査地点を中心に台地の尾根頂部辺を境に北側の一帯に広がり、同一

時期に20～ 30軒 の家で構成されたムラの存在が予想される。

縄文時代中期の集落存続期間については、今回調査による出土遺物及び以前からの採集資料等

により、中期中葉に始まり中期終末期に至っていたと判断され、その延長としての縄文時代後期

段階にも一部の集落が所を移 して存在 したと予想される。

当遺跡に最初に成立 したムラは、縄文時代中期中葉と判断されるが、その中心は耕作時に住居

址の一部が確認されたことやかつての遺物採集状況などから、調査地点の東方段丘最先端部一帯

と考えられる。

続 く、中期後葉から終末期の中心部は調査地点を含む、工場用地西側と、その北側に緩 く傾斜

する一帯にあり、当地方でも屈指の大集落を成 していた可能性が強い。

弥生時代後期の住居址は 1軒を確認したのみで具体的な状況は判断 し難いが、当地方該期の集

落の通例では少なくとも数軒の家で構成されており、調査範囲の南側一帯に広がる湿地帯縁辺部

に展開しているものと判断される。

いずれにしても、天龍川西岸の中位段丘先端部に立地する縄文時代中期の大集落の存在を今回

の調査により確認 したわけであり、今後の考古学研究はもちろん地域の歴史解明に果す役害Jは多

大であり、本書による成果と遺跡そのものの持つ重要性が将来に生かされてこそ、文化財保護の

姿が現実のものとなると考えられる。

最後になりましたが、文化財保護に深いご理解と、ご協力をいただいた株式会社平和時計製作

所に対 して記 して感謝の意を表する次第です。                (小 林正春 )
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